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【昨日の市況概要】 公示仲値 144.56

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 144.41 1.0883 157.24 1.2720 0.6694
SYD-NY High 144.73 1.0908 157.71 1.2735 0.6698
SYD-NY Low 144.08 1.0852 156.80 1.2689 0.6654
NY 5:00 PM 144.67 1.0853 157.04 1.2703 0.6654

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 34,288.64 ▲ 129.83 日本2年債 ▲0.0700% 0.0000%

NASDAQ 13,791.65 ▲ 25.12 日本10年債 0.3800% 0.0100%

S&P 4,446.82 ▲ 8.77 米国2年債 4.9457% 0.0067%

日経平均 33,338.70 ▲ 83.82 米国5年債 4.2475% 0.0574%

TOPIX 2,306.03 ▲ 0.34 米国10年債 3.9325% 0.0751%

ｼｶｺﾞ日経先物 33,170.00 ▲ 505.00 独10年債 2.4785% 0.0255%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,442.10 ▲ 77.62 英10年債 4.4955% 0.0860%

DAX 15,937.58 ▲ 101.59 豪10年債 3.9910% ▲0.0180%

ﾊﾝｾﾝ指数 19,110.38 ▲ 305.30 USDJPY 1M Vol 10.12% ▲0.11% 　
上海総合 3,222.95 ▲ 22.40 USDJPY 3M Vol 9.82% 0.03%

NY金 1,927.10 ▲ 2.40 USDJPY 6M Vol 9.65% ▲0.05% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
WTI 71.79 2.00 USDJPY 1M 25RR ▲1.06% Yen Call Over

CRB指数 262.80 1.91 EURJPY 3M Vol 9.48% ▲0.05%

ドルインデックス 103.37 0.33 EURJPY 6M Vol 9.49% ▲0.03%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：松永・田川

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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海外市場のﾄﾞﾙ円は144円台半ばでｽﾀｰﾄ。五･十日に伴う実需の買いが先行し、144円台後半まで上昇するも、米国が休
日明けで手がかり材料が見当たらない中、失速し144円台前半まで下落。その後小幅反発し、144.50ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。
ｵｰﾌﾟﾝ直後はじり安での推移が続き、午前中に発表された米5月耐久財受注(確報値)は予想を上回るも、同時に発表され
た米6月製造業受注(前月比)は予想より悪化した内容を受け、ﾄﾞﾙ売りで反応し、144.08まで下落する。売り一巡後は、米
金利上昇を眺めながら、144円台半ばまで反発する。午後は米6月FOMCの議事録が発表され、「ほぼ全員が年内の追加
利上げを予想」との見方が示されるも、織り込み済みからか、ﾄﾞﾙ円への影響は限定的。終盤は日中高値の144.70を付
け、144.67ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。 一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.08台後半でｽﾀｰﾄ。ﾌﾗﾝｽ5月鉱工業生産が予想より良好な結果
を受け、1.0908まで上昇するも、続いて発表されたｽﾍﾟｲﾝ、ｲﾀﾘｱ6月HCOBｻｰﾋﾞｽ業･ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄPMIが総じて予想を下回る
と、売り戻しが優勢となり1.08台半ばまで反落する。その後は1.0880を挟んだ方向感乏しい推移が続き、1.0879ﾚﾍﾞﾙでNY
ｵｰﾌﾟﾝ。朝方は1.0902まで値を戻す場面も見られたが、その後は伸び悩み、1.08半ばまで反落する。午後は米金利が高
水準で推移する展開に上値を抑えられ、1.0852まで値を下げ、1.0853ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は144.41ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。前日対比ﾏｲﾅｽで寄り付いた日本株がﾏｲﾅｽ幅を縮小させる動きを横目にﾄﾞﾙ
円は底堅い推移。FOMC議事要旨やその他経済指標の発表を前に一方的なﾄﾞﾙ買いとはならなかったが、押し目では確
りと拾われ144.72まで上昇し、144.71ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､144.71ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡特段の材料がない中､米金利低下やｸﾛｽ円の下落を背景に144.23円まで売ら
れる｡結局144.50ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.0874ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし､1.0908まで堅調に推移。その後、ﾕｰﾛ圏6月PMIが
予想を下回ったことでﾘｽｸｵﾌとなり1.0868まで売られ、結局､1.0879ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡欧州株は全面安で推移した｡
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

7月5日 10:45 中 CaixinPMIコンポジット/サービス業 6月 52.5/53.9 -/56.2
17:00 欧 PMI 確報コンポジット/サービス業 6月 49.9/52 50.3/52.4
18:00 欧 PPI 前月比/前年比 5月 -1.9%/-1.5% -1.7%/-1.3%
23:00 米 製造業受注 前月比/除輸送 5月 0.3%/-0.5% 0.8%/－
23:00 米 耐久財受注 前月比/除輸送 5月 1.8%/0.7% 1.7%/0.6%

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

7月6日 15:00 独 製造業受注(前月比) 5月 1.0% -0.4%
18:00 欧 小売売上高(前月比) 5月 0.2% 0.0%
21:15 米 ADP雇用統計 6月 225k 278k
21:30 米 貿易収支 5月 -$69.0b -$74.6b
21:30 米 新規失業保険申請件数 1-Jul 245k 239k
22:45 米 PMI 確報 サービス業/コンポジット 6月 54.1/- 54.1/53
23:00 米 ISM非製造業景況指数 6月 51.2 50.3

昨日のドル円は引き続き144円台でのレンジ推移が継続。東京時間は実需の買いもサポートに144.72まで上昇するも買い進む動きは弱く、

海外時間に入ると欧州株の軟調な動きや海外金利の低下につれてドル円も下落。弱い米製造業受注も手掛かりに144.08まで下落も、そ

の後は持ち直し。先物主導で米金利が上昇する中、ドル円も144.70付近まで戻してＮＹクローズとなった。

本日は米国で6月ADP雇用統計、失業保険申請件数、米JOLTが公表予定。低位な失業率など米国は良好な雇用情勢が続くが、足許では

労働需給の緩和の兆しもみられる。本日の労働関連指標においても市場比下振れが見られれば、ドルの下押し圧力につながりそう。また、

6月ISM非製造業景況指数、米PMIにも注目。欧州、中国で景況感の悪化が見られる中、同様に米国での指標の悪化が確認されれば、利

上げ継続に伴う景気後退懸念が強まりかねない。6月ISM非製造業景況指数の市場予想は51.2と前回(50.3)比改善を見込むが、50を下回

るような予想下振れとなれば、ドル円は調整が進みやすいとみる。円高方向への急速な為替変動には注意したい。


